
 

予算決算常任委員会総務文教分科会会長報告 

 

総務文教分科会に送付されました、「議案第55号」令和８年度北本市一般

会計補正予算（第２号）について審査内容の主なものを御報告いたします。 

 

◎「議案第55号」政策推進部関係について 

全体で２件の質疑がありました。 

◎「議案第55号」教育部関係について 

（１）継続費補正に関して 

 「東小学校給食室改築事業における令和８年度及び９年度の継続費増額の

要因について」質疑したところ、「令和７年度に実施した基本設計業務にお

ける概算工事費を基に物価上昇率等を考慮して算出していましたが、工事設

計額の算出に当たり、標準単価表である埼玉県標準単価が想定以上に上昇し

たことに加え、中東情勢をはじめとする社会情勢の影響による原材料費及び

人件費の高騰に伴う物価スライド分への対応を考慮すると、当初の継続費で

は予算の不足が見込まれる状況となりました。このため、２年間分の工事費

として9,844万2,000円を増額し、総額６億6,267万7,000円とする補正をお願

いするものです」との答弁がありました。 

（２）教育費のうち学校教育費に関して 

「英語指導方法改善事業委託金を用いて実施される指導方法の研究業務の

内容について」質疑したところ、「本事業は、英語教育に携わる者の英語コ

ミュニケーション能力と指導力を高め、グローバル化に対応した児童・生徒

を育成することを目的としています。令和８年度は２年間の委嘱の２年目と

なり、授業研究会の開催や大学教授を招聘した研修会を実施することで、こ

どもたちの英語教育の質の向上を図ります」との答弁がありました。 

 

以上、報告いたします。 


